
第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）専用企画シート 

必ず＜企画シート作成上の注意＞をご確認いただき、ご記入をお願いいたします。 

大学名（フリガナ） 学部名（フリガナ） 所属ゼミナール名（フリガナ） 

アイチダイガク ケイエイガクブ フルカワチトセゼミ 

愛知大学 経営学部 古川千歳ゼミ 

 

チーム名（フリガナ） 代表者名（フリガナ） チーム人数（代表者含む） 

アンチヒーローズ カサイコウキ 

4人 
アンチヒーローズ 葛西光希 

 

研究テーマ（発表タイトル） 

飲食サービス業における AIの可能性 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 

私たちは日本で深刻化している労働力不足問題について注目した。労働力不足問題による企業の倒産件数が最

も多い業種がサービス業とされていることから、研究の対象をサービス業とした。さらに私たちはサービス業の

中でも消費者にとって身近な存在であるのは飲食サービス業であると考えたため、飲食サービス業においての労

働力不足問題の解決を目的とした。 

そして、私たちはこれらの問題を解決する方法というのが近年発達してきている AIを導入することと考えた。

しかし、実際に日本へ AI を導入しようとしたとき、文化や価値観の違いによって受け入れられないものも存在

するかもしれないと考え、私たちは消費者が AI サービスに対して抱く意識について各業態ごとにどう変わるか

を調査、そして比較した。その業態をファミリーレストラン、居酒屋、特別な日に奮発していくレストランとし

ている。 

その結果から考察されたことが各業態において AI導入をすべきかどうかといったものとなっている。 

 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 

現代社会において少子高齢化による労働力不足問題は深刻な問題として日々取り上げられている。それに加え、

飲食サービス業では労働力不足だけでなく、カスタマーハラスメント、感情労働なども社会的問題とされており、

その分店員に対しての負担が増している。 

その問題を解決すべく私たちは AI 導入に目を向けたが、中国などの AI 先進国に比べて日本の AI 導入率は低

いという現状があった。それには日本人の AIに対する消極的、否定的姿勢が関係している。 

一方中国では AI を取り入れることによって、より消費者に対してのサービスを向上させることに成功した事

例があり、このことから日本にあった活用を行うことができれば、消費者に受け入れられるかもしれないことが



うかがえる。 

 

 

３．研究テーマの課題 

 

労働力不足問題を解決するものとして AI導入を提案することが課題となる。 

 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 

AI 導入は日本では遅れており、過程で生ずる問題が導入を遅らせるものとなっているため、私たちは消費者の

視点からそれは何か分析し、表面化させることが AI 導入の可能性を分かりやすくさせ、企業が導入にまで進展

しうる課題解決策になると考えた。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 

①アンケート調査 

 調査年齢 18 歳～49歳 

 調査日程 2019 年 10月 11日～10月 31日 

 調査方法 グーグルフォームを用いた webアンケート 

 

②インタビュー調査 

 調査年齢 18 歳～49歳 

 調査日程 10 月 25日、10月 29日 

 調査方法 名古屋駅で街頭アンケート 

 

 

６．結果や今後の取り組み 

 

飲食サービス業のファミリーレストラン、居酒屋チェーン店、特別な日に奮発していくレストランの三つの業

態で AI を導入したときに消費者はどのように思うのかを比較した。サービスを AI、ロボットから受けるとした

らどう思うかという質問に対して、ファミリーレストラン、居酒屋チェーン店の 2つの業態では共に、満足でき

るという人が全体の 80％を占める結果になった。この 2つの業態では AI導入の可能性が高いと言えるだろう。 

それに比べ、特別な日に奮発していくレストランでは満足できるという人の回答が全体の約 20％という結果

となり、ここでの AIの導入の可能性は 2つの業態と比べ、極めて低いことが分かった。 

次に「どのサービスなら AI（ロボット）でも許容できるか」という質問を各業態ごとに用意し、前の質問での

とても満足である、満足である、不満であると答えた方に尋ねた。 

その結果として、ファミリーレストラン、居酒屋チェーン店では、席・メニューの案内、注文/オーダー、会計

は許容できる人が多いという似通った結果となった。しかし 2つの業態とも、配膳については許容されにくいと

いう結果となった。 

そして、特別な日に奮発していくレストランでは、会計であれば許容できる人が多かった。また、席やメニュ



ーの案内、注文/オーダーは許容されにくく、配膳は特に許容されいくいという結果になった。 

以上の結果を分析し、労働力不足が深刻な飲食サービス店の業務ごとに、AI 導入をすべきか、すべきでないか

を私たちは考察し、まとめた。 

ファミリーレストラン、居酒屋チェーン店では席・メニューの案内、注文/オーダー、会計で AIを導入すべき

だと考えられ、配膳においては他のサービスに比べて抵抗が感じられるという結果だったことから AI を導入す

べきではないと考える。 

そして、特別な日に奮発していくレストランでは会計に AIを導入すべきと考える。席やメニューなどの案内、

注文/オーダーには AIを導入すべきではなく、特に配膳では AIを導入することは厳しいと考えた。 

 

このことから、消費者にとって許容される業務、許容されにくい業務があり、全体としてみて、日本人はそれほ

ど AI に対して抵抗がないとわかった。 

仮に、本当に人手不足によって経営困難の状況まで陥ってしまった店舗が AI の導入を検討している場合におい

てはどの業態もまずは会計に AIの導入を検討するべきである。 

状況として、雇用が増え人手不足による負担が軽減されたとしてもその新規労働者は即戦力にはならず、教育

を施す必要があるが、AI サービスの場合は一定のサービスを常に行うことができるため即戦力にもなり、教育を

施す必要がないため、すぐに労働力不足を軽減することができる。また、AIが人間の代わりに業務を行うことに

より、サービス業での社会的問題である、カスタマーハラスメント、感情労働を解決できるといったメリットも

考えられた。 
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●パワーポイント内に動画を使用されている場合、動画を使用しているスライドのページをご記入ください。 

無し 

 

 

●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

無し 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 

・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 

・本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「日経ビジネス電子版」にリンクされた特設サイトに掲載されます。 

・本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

・本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

・大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変

更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせ

ていただきます。 

・商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP社・日経 BP マーケティングは一切の責任を負いません。 

・書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も同

様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

・発表時に使用する成果物がありましたらご記入ください。記入がない成果物は大会当日使用することができません。また記入いただいた内容について、事務局から代表者の方に確

認をさせていただく場合がございます。 

・電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

                                                                                                         

↑ここまでを 4 ページ以内に収めて、提出してください↑ 

 


